
＜３＞ 第2075号　（第三種郵便物認可）

職場を働きやすく
するために

憲法を守り活かす社会に

ラフティングラフティング＆＆パワースポットめぐりパワースポットめぐり
ツアーツアー in 大歩危・小歩危（徳島）

●憲法のことを学んで、９条があるからこれまで日本が戦争しないで来れたの
　だから、これからも戦争をしないために９条を守っていかないといけないと
　思った。
●憲法改正の動きや後法優先（注）等、知らないことだったので教えてもらって
　よかった。
●命にかかわる大切なテーマだと思います。まわりの人に広めていく必要があ
　ると思います。
●病院で働いているから、戦争で死んだり、怪我をする人が出るのはつらい。
●自分の家族や友人が戦争に行くことになるかもしれないと思うと、何とかし
　ないと思います。
●学習会で話を聞いて、憲法改正について後法優先があることなど、知らない
　ことが多くて勉強になりました。
●ニュースを聞いているだけでは知らなかったことを、わかりやすく伝えてい
　ただき関心を持ちました。
●みんながあきらめきっている雰囲気が一番よくないですね。

（注） 後法優先の原則…前法と後法（新しくできた法）がある場合、後法が
優先される原則。

　

病
院
労
組
は
３
月
22
日
、
２

０
１
８
年
度
要
求
書
に
基
づ
き

病
院
機
構
当
局
と
団
体
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
局
は
「
国
立
病
院
機
構
に

準
拠
し
て
基
本
給
表
の
改
定
を

平
成
30
年
４
月
１
日
と
す
る
」

と
回
答
し
、
平
均
０
・
２
％
の

引
き
上
げ
率
を
若
手
層
に
手
厚

く
、
全
体
で
４
０
０
円
〜
１
２

０
０
円
引
き
上
げ
る
と
し
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
人
勧
に
基
づ
い

て
給
料
を
引
き
上
げ
る
の
で
あ

れ
ば
、
２
０
１
７
年
４
月
１
日

に
遡
っ
て
当
局
責
任
で
給
料
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
す
。
こ
の

間
の
職
員
の
頑
張
り
に
応
え
る

と
と
も
に
、
生
活
改
善
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
も
当
然
の
こ
と

で
す
。

　

薬
剤
師
に
つ
い
て
は
産
・
育

休
が
一
定
数
見
込
ま
れ
、
人
員

確
保
も
困
難
で
あ
る
こ
と
を
ふ

ま
え
、
非
常
勤
職
員
か
ら
任
期

付
職
員
（
常
勤
職
員
と
同
じ
待

遇
）
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
非
常
勤
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
の
支
給
や
、
有
給

の
特
別
休
暇
の
創
設
な
ど
待
遇

改
善
の
要
求
や
切
実
な
思
い
に

全
く
応
え
て
い
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
、
改
善
に
む
け
全
力
で
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
し
た
。

　

交
渉
に
は
、
塚
元
部
長
・
中

森
副
部
長
・
越
智
常
任
委
員
・

新
庄
常
任
委
員
の
４
名
が
参
加

し
、
青
年
層
の
大
幅
賃
上
げ
を

始
め
と
し
て
、
こ
の
間
集
め
た

青
年
・
若
手
の
声
を
当
局
へ
伝

え
て
き
ま
し
た
。
前
進
的
な
回

答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

実
に
10
年
振
り
に
要
求
書
を
提

出
し
、
交
渉
で
き
た
こ
と
は
、

大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
青
年
層
を
取
り

ま
く
労
働
環
境
は
、
声
を
上
げ

な
け
れ
ば
決
し
て
良
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
「
奨
学

金
」
に
つ
い
て
も
交
渉
し
、
ど

ん
な
制
度
が
求
め
ら
れ
て
い
る

資
格
と
る
た
め

資
格
と
る
た
め

２
０
０
万
円
の
自
己
負
担

２
０
０
万
円
の
自
己
負
担

　

10
数
年
前
よ
り
認
定
看
護

師
制
度
が
あ
り
ま
す
。
高
度

化
し
専
門
分
化
が
進
む
医
療

の
現
場
で
、
水
準
の
高
い
看

護
を
実
践
で
き
る
と
認
め
ら

れ
た
看
護
師
の
こ
と
で
、
日

本
看
護
協
会
が
定
め
る
６
１

５
時
間
（
約
８
か
月
）
以
上

の
認
定
看
護
師
教
育
を
納

め
、
認
定
審
査
に
合
格
し
取

得
し
で
き
る
資
格
で
す
。
現

在
「
救
急
看
護
」「
皮
膚
・

排
泄
ケ
ア
」「
緩
和
ケ
ア
」

「
認
知
症
ケ
ア
」
な
ど
21
分

野
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

院
内
外
の
看
護
師
・
医
師
に

対
し
て
も
専
門
知
識
や
看
護

技
術
を
指
導
し
て
お
り
、
こ

の
認
定
看
護
師
が
診
察
に
参

加
す
る
こ
と
で
診
療
報
酬
の

加
算
が
と
れ
る
た
め
病
院
当

局
は
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
資
格
を
取

る
の
に
一
人
約
２
０
０
万
円

か
か
り
ま
す
が
、
急
性
期
Ｃ

の
認
定
看
護
師
は
全
員
自
己

負
担
で
資
格
を
と
っ
て
い
ま

す
。
民
間
病
院
で
は
病
院
が

研
修
費
を
負
担
し
て
い
る
と

聞
き
、「
人
の
ふ
ん
ど
し
で

相
撲
を
取
る
よ
う
」
で
、
診

療
報
酬
の
た
め
な
ら
何
で
も

使
え
と
い
う
病
院
当
局
の
姿

勢
に
怒
り
が
つ
の
り
ま
す
。

必
死
で
働
く
が

必
死
で
働
く
が

給
料
ア
ッ
プ
な
し

給
料
ア
ッ
プ
な
し

　

私
は
緩
和
・
在
宅
ケ
ア
が

必
要
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
患
者
が

多
く
来
る
外
科
外
来
で
継
続

看
護
の
た
め
に
認
定
看
護
師

の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
形
成
外
科
や
皮
膚
科
の

業
務
も
あ
り
、
病
棟
に
退
院

前
の
ケ
ア
会
議
（
訪
問
看
護

師
・
ケ
ア
マ
ネ
・
家
族
・
病

棟
と
外
来
の
看
護
師
が
集
ま

り
在
宅
ケ
ア
へ
の
相
談
を
す

る
会
議
）
に
も
出
席
し
、
退

院
後
通
院
し
て
い
る
人
に
療

養
指
導
、
時
に
は
訪
問
看
護

師
へ
の
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
が
ん
患
者
も
ど
ん
ど
ん

今
や
病
院
も
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
!?

増
え
続
け
て
お
り
、
電
子
カ

ル
テ
へ
の
記
録
入
力
は
残
業

と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

病
院
全
体
で
も
毎
日
満
床
で

す
が
、
そ
れ
で
も
緊
急
入
院

を
受
け
入
れ
た
り
、
ま
た
４

月
に
新
棟
「
住
吉
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し

て
、
事
務
職
含
め
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
が
、
訳
が
分
か
ら
な

い
く
ら
い
働
い
て
い
ま
す
。

病
院
が
黒
字
経
営
に
な
る
た

め
に
必
死
で
働
い
て
い
る
の

に
、
給
料
ア
ッ
プ
は
な
か
な

か
し
な
い
病
院
機
構
、
こ
れ

で
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
す
!!

組
合
員
増
で

組
合
員
増
で

働
き
や
す
い
職
場
に

働
き
や
す
い
職
場
に

　

ブ
ラ
ッ
ク
で
な
い
病
院
を

め
ざ
し
て
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
の
た
め
に
組
合
員

を
増
や
さ
な
け
れ
ば
…
と
切

に
思
い
ま
す
。

府民のいのちと健康を守る府立病院に ④
医療の現場から医療の現場から

急性期・総合医療センター支部　菊本　浩子

　憲法の改正をめぐって、３月に自民党が自衛隊を憲法に明記する９条改善の条文
案を示すなど、予断を許さない動きが続いています。「戦争のできる国へ」このま
ま、突き進んでしまっていいのか。今回は、３月22日に、「本当は恐ろしい『働き
方改革と』と『憲法改正』」をテーマに、国際がんセンターで昼休み集会を開催し
た際、参加された方から寄せられた声などを紹介します。

　安心してやりがいをもって仕事をしたり、生活をするためには、「平和」でなけ
ればできません。当たり前のようにある「平和」は、日本国憲法で守られているこ
とを忘れてはいけません。「戦争をできる国」になることは、自分たちの生活にか
かわることだということを、広げていく必要があります。

大歩危祖谷阿波温泉あわの抄宿　泊宿　泊

６月１日（金）19時30分集合・出発
６月３日（日）14時頃帰阪

日　時日　時

★観光オプション 3,000円（金刀比羅宮・かずら橋への送迎）
★ラフティング 9,500円（ウエットスーツ等のレンタル代も含む）

オプション料金

６月１日（金）
　19時30分　府庁集合・出発
　22時30分　「あわの抄」到着
６月２日（土）
　７時00分　朝食

　18時00分　夕食交流会
６月３日（日）
　７時00分　朝食
　10時00分　「あわの抄」出発
　　★吉野川ハイウェイオアシスでお買い物
　　★途中、サービスエリアで各自昼食
　14時00分　大阪着

〔パワースポットめぐり〕
　８時30分　「あわの抄」出発
　　★かずら橋観光
　　★金刀比羅宮での自由行動
　　　（各自昼食）
　16時30分　「あわの抄」到着

〔ラフティング〕　
　８時30分　「あわの抄」出発
　９時00分　ラフティング
　　　　　　（途中昼食）
　15時00分　終了・温泉入浴
　16時30分　「あわの抄」到着

おもな行程おもな行程

29,800円（２泊３食・往復貸切バス・交流会費・旅行保険含む）参加費参加費
★青年組合員は参加費24,800円
★新規加入組合員は参加費10,000円OFF

特別価格特別価格

お問い合わせは府職労まで　☎06-6941-3079

長
時
間
労
働
の
解
消・

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
を

病院労組


